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日本史Ａ 学習課題プリント No.11 

日清・日露戦争①（帝国主義とアジア・アフリカの変容） 
第２章 立憲国家の成立 

２年  組  番 

氏名 

点検 

 

 
 
 はじめに ―帝国主義の成立と大衆社会の到来― 

 欧米に“追いつき追い越せ”で（課題はありながらも）ようやく議会と憲法が成立した明治日本。この間，世界 

では19世紀後半から20世紀にかけて，欧米の先進資本主義国（列強）がアジア・アフリカ・ラテンアメリカに進出 

し，次々に勢力圏を増やしていった。これは「世界分割」ともよばれ，激しい軍事競争をまねいていく。こうした 

列強の「帝国主義化」の動きは日本や東アジアにどのような影響を与えていったのだろうか。そして日本は…？ 
 

 《学習課題―これから数時間かけて追究する問い―》 

   

 

【課題１】「帝国主義」とは何か？  世界史での学習から       《世界史資料集 P225 参照》 
 

イギリス（英） フランス（仏） ドイツ（独） ロシア（露） 中国（清） 

議院内閣制 第三共和政 皇帝による親政 皇帝独裁政治 皇帝政治 

強力な海軍力による植民

地拡大，３Ｃ政策 

ロシアなどへの国外投資 

植民地領有世界第２位 

皇帝ヴィルヘルム２世に

よる３Ｂ政策 

フランスからの資本導入 

シベリア鉄道で極東進出 

国内での民族運動・反乱

と外国による圧力 

1858 インド統治開始 

1875 スエズ運河買収 

1877 インド帝国樹立 

1882 エジプト占領 

1858 インドシナ出兵 

1881 チュニジア進出 

1887 仏領インドシナ 

1891 露仏同盟 

1866 普墺戦争 

1870 普仏戦争 

1884 清仏戦争 

1853 クリミア戦争 

1867 アラスカ売却 

1891 シベリア鉄道 

   露仏同盟 

1856 アロー戦争 

1884 清仏戦争 

◆洋務運動 

◆ベトナムの宗主権失う 

     

1898 清から威海衛・ 

九竜半島を租借 

1899 南アフリカ戦争 

1898 ファショダ事件 

1899 清から広州湾を 

   租借 

1898 清から膠州湾を 

   租借 

1899 バグダード鉄道 

1896 東清鉄道 

1898 清から旅順・大 

   連を租借 

◆朝鮮の宗主権失う 

◆変法運動 

1900 義和団事件 

     

1904 英仏協商 

1907 英露協商 

 

1904 英仏協商 

 

 

 

 

 

 

1907 英露協商 

 

◆辛亥革命 

1912 中華民国成立 

 

◆列強によるアフリカ分割    ◆列強による太平洋分割         ◆列強の植民地面積 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★気付いたこと…（                                                      ） 
 

【問】帝国主義とは何か，また，世界にどのような影響を与えたか。 

 

 

【課題２】 日清・日露戦争を経て「日本の立場」はどう変化したか？  資料から読解！ 
 

 Ａ 日清戦争前（担当：    ）   《どこの国？》①（  日本  ）②（      ） 

                           ③（      ）④（      ） 
 

                    《この風刺画は何（どんな関係や状況）を表しているか？》 

                                              

                                              

                                              

                     ●考えるポイント● なぜ風刺画に③の国が登場しているの？ 

 

 Ｂ 日清戦争後（担当：    ）   《どこの国？》①（       ）②（ フランス ） 

                           ③（      ）④（  ドイツ  ） 

                           ⑤（      ） 
 

                    《この風刺画は何（どんな関係や状況）を表しているか？》 

                                              

                                              

                                              

                     ●考えるポイント● ５人（５つの国）がしていることは？ 

 

 Ｃ 日露戦争前（担当：    ）   《どこの国？》①（       ）②（  韓国  ） 

                           ③（      ）④（      ） 

                           ⑤（      ） 
 

                    《この風刺画は何（どんな関係や状況）を表しているか？》 

                                              

                                              

                                              

                     ●考えるポイント● 日本の後ろにいる国は日本をどう見ている？ 

 

 Ｄ 日露戦争の結果（担当：    ） 《どこの国？》①（ フランス ）②（  ドイツ  ） 

                           ③（ アメリカ ）④（ イギリス ） 

                           ⑤（      ）⑥（      ） 
 

                    《この風刺画は何（どんな関係や状況）を表しているか？》 

                                              

                                              

                                              

                     ●考えるポイント● ①～④の国々のリアクションの違いとは？ 
 

 【問】日本の「帝国主義化」を支持するか，支持しないか。当時の日本国民になったつもりで， 

    あなたの意見を述べよ。★正解はありません！「支持する or 支持しない」の理由が大事です！ 

 

 

 

1894～95 日清戦争 ⇒ 下関条約、三国干渉、列強による中国分割、義和団事件…… 

1904～05 日露戦争 ⇒ ポーツマス条約、韓国併合、満州支配、辛亥革命…… 

1914～ 第一次世界大戦 ⇒ 日本の参戦と中国進出、ヴェルサイユ・ワシントン体制…… 

① ② 

③ 

④ 

①  ②  ③    ④   ⑤ 

①        ③  ④  ⑤ 

②（火中の栗） 

① ②  ③ ④      ⑤ 

⑥ 



【課題３】 清や朝鮮の改革はなぜ成功しなかったのか？（保守か開明か） 思考を深めよう 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   【日清開戦までのおもな出来事】 

年 代 出来事 解   説 

1882（明治 15） 壬午軍乱  

1884（明治 17） 甲申事変  

1885（明治 18） 天津条約  

1889（明治 22） 防穀令  

1894（明治 27） 甲午農民戦争  

日英通商航海条約  

 

 問１ 清や朝鮮国内において，近代化に向けた改革が保守派の反対にあったのはなぜだろうか。 

     ※調べたことや考えたこと 

 

 問２ 上記の動向を踏まえ，日清戦争前後における「日本・清・朝鮮」との関係や関連する出来事 

   について，それぞれまとめよう。（※まとめ方は自由ですが，文章のみではなく図を用いて表現できるとよい） 
 

日清戦争前における【日本・清・朝鮮】  日清戦争後における【日本・清・朝鮮】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●ポイント● これまでの学習を踏まえて整理しよう       ●ポイント● 下関条約の結果どうなったか。朝鮮の反応は？ 

【課題４】 日本は清（東アジア）と連帯すべきか？対決すべきか？  思考を深めよう 
 

 Ａ 予算中に就
つ

キマシテ最
もっとも

歳出ノ大部分ヲ占
し

メルモノハ，即
すなわち

陸海軍ノ経費デ御座
ご ざ

イマス。… 

  …国家独立自衛ノ道ニ二途
と

アリ。第一ニ①主権線ヲ守禦
し ゅ ぎ ょ

スルコト，第二ニハ②利益線ヲ保護 

  スルコトデアル。其
そ

ノ主権線トハ国ノ疆
きょう

域
い き

※１ヲ謂
い

ヒ，利益線トハ其ノ主権線ノ安危ニ密着 

  ノ関係アル区域ヲ申シタノデアル。             （帝国議会衆議院議事速記録） 
 
       ※１…境界 
 

  問１ これはある首相による施政方針演説であるが，誰か。    （        ） 

  問２ 上記に述べられている①主権線，②利益線とはそれぞれ何とさしているか。 

    ①（                ）②（                 ） 
 

 Ｂ 今，東洋で文明の中心になっているのは日本であるから，責任をもってアジア東方を保護 

  するべきである。……清や朝鮮は西洋の侵略を防ぐことができない。日本が武力で清や朝鮮 

  を応援することは，日本にとって当然のことである。      （1881年「時事小言」より） 

 Ｃ 清や朝鮮が開化するのを待っている余裕はない。むしろ，日本はアジアから抜け出して，西 

  洋諸国と行動をともにするべきである。清や朝鮮が隣の国だからといって，遠慮はせず，西洋 

  人と同じ方法で接するのがよい。                （1885年「時事新報」より） 

 

  問３ 上記Ｂ・Ｃは同じ人物が記したものであるが，誰か。     （        ） 

  問４ 上記Ｂ・Ｃにおける主張のちがい（変化）について，理由も含めて説明せよ。 

 

 
 

 Ｄ 日本からみれば，この戦争（日清戦争）は完全な成功だった。西洋列強は喝采し，日本にお 

ける彼らの特権を相次いで放棄した。そして，日本を対等の主権国家として承認した。日本は 

韓国に自由を贈り，韓国国王は中国皇帝，日本国天皇と肩を並べる皇帝の地位を得た。 

（アメリカ人の歴史家による日清戦争の評価） 

 Ｅ 1895年１月８日，私は朝鮮の歴史に広く影響を及ぼしかねない，異例の式典を目撃した。 

  朝鮮に独立というプレゼントを贈った日本は，清への従属関係を正式かつ公に破棄せよと朝鮮 

  に迫っていた。            （朝鮮を旅行していたイギリス人イザベラ・バードの旅行記） 

 

  問５ 上記Ｄ・Ｅを読んで“あなたが考えたことや感じ取ったこと”を書きなさい。 

 

 
 
   【改めて…】日本の「帝国主義化」を支持するか？（東アジアと連帯すべきか？対決すべきか？） 

 

 
 
 

 学習のまとめ（論述）  日清戦争が東アジアや欧米列強にもたらした影響や変化について述べよ。 

書き出し→                                           

                                               

                                              

【目標】日清戦争の過程について，先進資本主義国の帝国主義化やアジア・アフリカの変容など世界の動向と関連付けながら多面

的・多角的に考察し，その結果を適切に表現している。 
【評価】Ａ…十分達成されている。  Ｂ…おおむね達成されている。  Ｃ…努力を要する。 

 

 

《朝鮮国内の動向》 

《中国国内の動向》 


